
　
高
知
市
立
新し

ん

堀ぼ
り

小
学
校
は
、
公
開
授
業

時
の
参
観
者
へ
の
配
布
物
や
事
後
研
究
会

の
方
法
な
ど
を
工
夫
し
、
教
師
の
授
業
を

み
と
る
力
を
高
め
て
い
る
。
山
中
文
恵
校

長
は
、
そ
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
子
ど
も
に
確
か
な
力
を
付
け
る
に
は
、

教
師
一
人
ひ
と
り
の
力
量
形
成
が
必
要
で

す
。
ベ
テ
ラ
ン
も
若
手
も
共
に
力
を
伸
ば

せ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
き
ま
し
た
」

　
公
開
授
業
で
は
、
ど
の
教
師
も
「
み
と

り
シ
ー
ト
」
に
記
入
し
な
が
ら
参
観
す
る

（
図
１
）。
シ
ー
ト
に
は
「
教
師
の
発
問
・

指
示
・
評
価
」「
児
童
の
発
言
・
反
応
・

記
述
」「
気
づ
き
・
感
想
」
の
３
つ
の
欄

を
設
け
、
参
観
者
は
授
業
で
気
に
な
っ
た

こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
時
系
列
に
沿
っ
て
書
く
。

こ
の
行
為
自
体
が
、
授
業
を
構
造
的
に
捉

え
る
力
を
高
め
る
と
考
え
て
始
め
た
。

　
研
究
主
任
の
門
脇
綱
先
生
は
、「
み
と

り
シ
ー
ト
」
を
用
い
る
理
由
を
次
の
よ
う

に
話
す
。

　「
授
業
中
の
子
ど
も
は
、
発
言
が
多
く

て
も
深
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
り
、
逆
に

静
か
で
も
目
標
に
向
か
っ
て
い
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
授
業
を
参
観
す
る
時

に
は
、子
ど
も
の
表
面
的
な
姿
を
た
だ『
み

る
』
の
で
は
な
く
、『
本
当
に
子
ど
も
に

力
が
付
い
て
い
る
か
』
と
、
授
業
を
深
く

分
析
す
る
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
校

で
は
本
質
を
見
極
め
た
い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
ま
す
」

　
子
ど
も
を
十
分
に
み
と
る
た
め
、
各
児

童
の
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」「
話
す
・

聞
く
」「
書
く
」「
読
む
」
そ
れ
ぞ
れ
の
力

を
評
価
し
た
座
席
表
も
配
布
す
る
（
図

２
）。
６
学
年
担
任
の
川
上
確
也
先
生
は
、

こ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
誰
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か

ひ
と
目
で
分
か
る
た
め
、『
課
題
に
対
し

て
ふ
さ
わ
し
い
指
導
を
し
て
い
る
か
』
を

判
断
し
や
す
く
な
り
ま
す
」

　
事
後
研
究
会
で
は
、
各
教
師
が
「
み
と

り
シ
ー
ト
」
へ
の
記
入
内
容
を
基
に
、
授

業
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
せ
ん
に
書
い
て
話
し

合
う
（
図
３
）。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
参

観
し
た
授
業
の
良
い
点
や
課
題
を
端
的
に

ま
と
め
る
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
２
学

年
主
任
の
前
田
妙
子
先
生
は
、
事
後
研
究

会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
授
業
を
全
員
で
討
議
し
、
良
い
面
や

課
題
な
ど
を
示
し
て
く
だ
さ
る
た
め
、
授

業
研
究
の
成
果
を
自
分
の
も
の
に
す
る
上

で
非
常
に
有
益
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
」

授
業
を「
み
と
る
」力
を
高
め
る
工
夫

公
開
授
業
に
対
す
る
視
点
や
そ
の
深
さ
は
、
参
観
す
る
教
師
の
力
量
や
経
験
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
。
教
師
一
人
ひ
と
り
が
授
業
を
分
析
す
る
力
を
高
め
れ
ば
、

事
後
研
究
会
で
の
議
論
が
深
ま
る
と
共
に
、
参
観
者
が
そ
の
授
業
の
特
長
を
自
分
の
指
導
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
出
来
る
。

今
号
は
、
教
師
が
授
業
を
み
る
目
を
養
う
工
夫
を
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

「
み
と
り
シ
ー
ト
」で
授
業
の
流
れ
や
構
造
を
捉
え
、
事
後
研
で
討
議

高
知
県
高
知
市
立
新
堀
小
学
校

事
例

今
回
の
テ
ー
マ

時
系
列
の
記
録
シ
ー
ト
で

授
業
の
本
質
を
捉
え
る

し

ん
ぼ

り

パワーアップ！

      授業研究
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高
知
市
立
新
堀
小
学
校
６
学
年
担
任

川
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確
也

K
a

w
a

k
a

m
i K

a
k

u
y

a

「
教
師
が
良
き
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
徹
し
、

子
ど
も
が
主
役
に
な
る
よ
う
な
授
業
研
究
を

皆
で
深
め
た
い
」

高
知
市
立
新
堀
小
学
校
研
究
主
任
・
５
学
年
担
任

門
脇
綱

K
a

d
o

w
a

k
i K

o
u

「
先
生
方
の
力
量
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
個
々
に

異
な
る
た
め
、
全
員
が
納
得
で
き
る
方
法
を

探
し
つ
つ
、
研
究
の
道
筋
を
立
て
て
い
る
」

高
知
市
立
新
堀
小
学
校
校
長

山
中
文
恵

Y
a

m
a

n
a

k
a

 F
u

m
ie

「
先
生
方
が
安
心
し
て
授
業
改
善
に
取
り
組

め
る
よ
う
な
、
活
気
が
あ
り
、
か
つ
落
ち
着

い
た
学
校
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
」

高知県高知市立新堀小学校

◎１９４７（昭和２２）年開校。高知県の名所・
はりまや橋の近くに位置する。２００９年よ
り高知県教委の「目指せ！　教育先進校応援
事業」指定校となる。１４年度に追手前小学
校と合併し、はりまや橋小学校となる予定。

授
業
研
究
に
学
校
全
体
で
主
体
的
に

取
り
組
む
た
め
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と

校　長 山中文恵先生
児童数 ２７３人
学級数　１４学級（うち特別支援学級２）
教員数　２６人
所在地 〒７８０ー０８２２
　　　 高知県高知市はりまや町２ー１４ー８
T E L  088-882-0168
ＵＲＬ なし
E-mail　shinbori-e@kochinet.ed.jp
公開研究会 未定

高
知
市
立
新
堀
小
学
校
２
学
年
主
任
・
人
権
教
育
主
任

前
田
妙
子
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「
公
開
授
業
を
す
る
際
は
、
参
観
す
る
先
生
の

授
業
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に
、
自

分
な
り
の
提
案
を
必
ず
盛
り
込
ん
で
い
る
」

図２ 座席表

授業をみる力は教師の力量や経験などによって異なるため、「みと
りシート」に記入される内容はさまざまだ。事後研究会では、そ
の差異から議論が生まれやすくなる

「みとりシート」は、Benesse教育研究開発センターのウェブサイトか
ら加工可能な形式でダウンロードできます
http://benesse.jp/berd/→情報誌ライブラリ（小学校向け） 各グループの発表時は、授業中の板書をスクリーンに映し

出す。必要に応じて参照しながら進めることで、どの場面
での議論なのかをすぐに、詳しく確認できる

全ての児童について、十分に満足でき
る状況には◎、満足できる状況には○、
特に指導や配慮を要する状況には△を
書く。担任が授業前に、参観する教師
に指導案と共に配布する

参観者が「みとりシート」から特に発
表したい内容を、「気づき・疑問」な
どの見出しと共に付せんに書き込む

授業者が本時授業で工夫したポイン
ト、反省、感想などを述べる

付せんの内容を共有、グループ分け
をしながら授業について討議する

授業者が参観者の疑問や課題に対す
る意見などを述べる

各グループが討議した内容を全体で
共有する

①授業者の
　振り返り（５分）

②付せん記入
　（１０分）

③グループ討議
　（２０分）

⑤授業者の見解
　（１０分）

④グループ発表
（２０分）

⑥意見・感想
　（１０分）

意見のある教師が発言。校長や研究
主任が今後の方向性を示す

図３ 事後研究会の流れ図１ 「みとりシート」

＊同校の資料をそのまま掲載
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